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■問い合わせ先

　市市民課　　０８６９ー２２ー３９２２

　
今
か
ら
約
１
５
０
年
前
の

万
延
元
（
１
８
６
０
）
年
頃
に
、

邑
久
郡
全
体
の
村
勢
要
覧
が

作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
『
邑

久
郡
大
手
鑑
』
で
す
。
市
内

の
民
家
か
ら
発
見
さ
れ
た
こ

の
冊
子
は
、
当
時
の
わ
が
村

を
知
る
貴
重
な
デ
ー
タ
を
残
し

て
い
ま
す
。

　
１
５
０
年
前
と
い
え
ば
、
江

戸
時
代
の
末
期
で
明
治
維
新
の

直
前
、
い
わ
ゆ
る
「
幕
末
」
で

す
。

　
当
時
の
邑
久
郡
に
は
、
現
在

の
瀬
戸
内
市
全
域
と
岡
山

市
の
吉
井
川
以
東
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
『
大

手
鑑
』
で
は
、
邑
久
郡
内

を
４
つ
の
大
庄
屋
組
合
に

分
け
て
、
村
ご
と
に
細
か

い
村
勢
を
記
し
て
い
ま
す
。

当
時
の
村
は
、
ほ
と
ん
ど

の
場
合
現
在
の
大
字
に
な

り
ま
す
。

　
内
容
は
、
村
の
役
人
を

は
じ
め
と
し
て
、
田
畑
の
面
積
、

税
額
、
人
口
、
戸
数
、
寺
院
、

神
社
、
橋
や
樋
の
数
、
岡
山
ま

で
の
距
離
な
ど
に
及
び
ま
す
。

　
一
例
を
挙
げ
る
と
、
尾
張
村

の
場
合
、
田
が
１
２
５
町
７
反

10
歩
、
畑
が
15
町
３
反
７
畝

２
歩
半
と
あ
り
、
税
額
は
１
、

４
４
５
石
８
斗
６
升
１
合
で
し

た
。

　
家
数
は
１
４
８
軒
、
人
数
は

６
５
９
人
で
、
う
ち
男
が
３
４

０
人
、
女
が
３
１
９
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
牛
が
57

頭
い
ま
し
た
。
樋
は
31
カ
所
に

あ
り
、
橋
は
47
膳
、
沼
船
が
27

艘
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
『
邑
久
郡
大
手
鑑
』
の
中
に

は
「
千
町
」
と
い
う
記
載
が
あ

り
ま
す
。
千
町
と
い
え
ば
、
町

内
会
の
名
前
に
も
あ
り
ま
す
が
、

一
般
に
は
千
町
平
野
を
思
い
浮

か
べ
る
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

千
町
平
野
と
い
え
ば
、
広
大
な

美
田
の
広
が
り
を
示
す
形
容
詞

の
よ
う
に
思
う
人
が
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
し
か
し
、
当
時
の
「
千
町
」

と
い
う
の
は
特
定
の
水
田
を
意

味
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
面
積

は
、
実
は
邑
久
郡
全
体
で
４
２

１
町
６
反
７
畝
２
歩
で
す
。

　
千
町
と
い
う
の
は
、
水
は
け

の
悪
い
田
を
指
定
し
て
税
額
を

低
く
設
定
す
る
制
度
で
、
江
戸

時
代
の
は
じ
め
頃
に
決
め
ら
れ

た
減
税
措
置
だ
っ
た
の
で
す
。

詳
し
く
は
今
年
刊
行
さ
れ
る
『
邑

久
町
史
通
史
編
』
で
紹
介
し
ま

す
。

　
「
手
鑑
」
や
「
村
明
細
帳
」

は
、
領
主
が
支
配
下
の
村
柄
を

知
る
た
め
に
提
出
さ
せ
る
も
の

で
す
が
、
『
邑
久
郡
大
手
鑑
』

は
、
大
庄
屋
な
ど
の
役
人
が
仕

事
を
す
る
と
き
に
も
使
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
公
的
な
数
字
が

記
さ
れ
た
貴
重
な
デ
ー
タ
と
な

っ
て
い
ま
す
。
村
ご
と
に
細
か

く
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
具
体

的
に
現
在
と
比
較
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
自
分
の
住
ん
で
い

る
地
域
が
１
５
０
年
前
は
ど
ん

な
様
子
だ
っ
た
の
か
、
何
が
ど

の
く
ら
い
変
わ
っ
た
か
、
比
べ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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１
５
０
年
前
の
村
勢
要
覧

『
邑
久
郡
大
手
鑑
』

お
　
く 
ぐ
ん
お
お 

て
か
が
み

　
瀬
戸
内
警
察
署
管
内
で
は
、

３
月
以
降
、
空
き
巣
狙
い
、

自
動
販
売
機
狙
い
、
車
上
狙
い
、

自
転
車
盗
、
資
材
置
場
な
ど

の
金
属
盗
な
ど
が
、
多
発
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　
犯
罪
被
害
に
遭
わ
な
い
た

め
に
、
次
の
犯
罪
被
害
防
止

対
策
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

●
侵
入
盗
被
害
防
止

　
出
掛
け
る
時
や
就
寝
前
に
は
、

必
ず
鍵
を
掛
け
る
。

●
車
上
狙
い
被
害
防
止

　
車
の
施
錠
は
確
実
に
行
い
、

車
内
に
貴
重
品
を
置
い
た
ま

ま
に
し
な
い
。

●
乗
り
物
盗
被
害
防
止

　
自
転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
は
、

チ
ェ
ー
ン
錠
な
ど
で
二
重
ロ

ッ
ク
を
す
る
。

■
瀬
戸
内
警
察
署

　
　
０
８
６
９
―
３
４
―
６
１
１
０

　平成１１年に男女共同参画社会基本法が

施行され、６月２３日からの１週間を男女

共同参画週間と定めています。市では瀬

戸内市男女共同参画基本計画を策定し、

男女がお互いを尊重し、共に地域や社会

の活動に参画することで、豊かで安心で

きる社会づくりを進めています。しかし、

いまだ根強く残っている社会慣行や、女

性への暴力など新しい課題もあります。

　この週間をきっかけに、身近に残る男

女の性的役割分担などについて考えてみ

ましょう。

瀬戸内ものしり博士検定

検定問題

　瀬戸内ものしり博士検定第２１弾は、史跡・

名勝編です。

　瀬戸内市長船町にあった備前福岡城は、

いつの時代に築城されたでしょうか？

（ア） 平安時代

（イ） 鎌倉時代

（ウ） 室町時代

（エ） 安土桃山時代

答えは本紙25ページに掲載

警
察
安
全
情
報

犯
罪
被
害
防
止
対
策
の
推
進

備
前
福
岡
七
小
路
往
来
が
夢
街
道
ル
ネ
サ
ン
ス
に
認
定

男女共同参画週間
6月23～29日

細
か
い
数
字
が
分
か
る
！

「
千
町
」
は
４
２
１
町
？

１
５
０
年
前
の
わ
が
村
は
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教育委員会社会教育課（牛窓庁舎）、邑久町

公民館、邑久郷土資料館、裳掛出張所、長船

町公民館、備前長船刀剣博物館などで販売

■注文・問い合わせ先

　市教育委員会社会教育課

　　０８６９ー３４ー５６０４

　
国
土
交
通
省
が
、
中
国
地
方
の

歴
史
的
な
街
道
、
街
並
み
を
活
用

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
す
る

「
夢
街
道
ル
ネ
サ
ン
ス
」
に
、「
備

前
福
岡
七
小
路
往
来
（
長
船
町

福
岡
）」
の
街
並
み
が
認
定
さ
れ
、

５
月
８
日
、
認
定
証
の
授
与
が
、

関
係
者
参
加
の
も
と
、
備
前
福
岡

郷
土
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
長
船
町
福
岡
は
、
中
世
山
陽
道

随
一
の
繁
栄
を
誇
っ
た
と
こ
ろ
。

こ
の
地
域
に
一
歩
足
を
踏
み
入
れ

る
と
、
守
護
城
下
町
の
面
影
残
る

整
然
と
区
画
さ
れ
た
広
い
道
路
や

「
七
口
・
七
つ
井
戸
・
七
小
路
」

の
町
並
み
な
ど
、
往
時
の
思
い
に

浸
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
福
岡
市
場
小
路
一
帯
で
、

毎
月
第
４
日
曜
日
に
「
備
前
福
岡

の
市
」
を
開
催
。
当
時
の
よ
う
に

大
勢
の
人
た
ち
で
、
賑
わ
い
を
み

せ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
毎
週
日
曜
日
、
備
前
福
岡

史
跡
保
存
会
の
皆
さ
ん
が
、
備
前

福
岡
郷
土
館
を
拠
点
と
し
、
来
訪

者
に
備
前
福
岡
の
歴
史
を
詳
し
く

説
明
し
て
い
ま
す
。

「
夢
街
道
ル
ネ
サ
ン
ス
」
の
認
定
プ
レ
ー

ト
を
持
つ
関
係
者

お
お
あ
ざ


